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ペ ル テ ス 病 の 治療

座長 : 赤 津 啓 史

ペ ル テス病の治療に関 し ては， 発症年齢別治療法の選択， 長期治療成績からみた治療法の再検討

な ど， まだま だ解決すべき課題が多 く 残っている分野で ある. 本主題では， こ れらについて4題の

発表 と 討論が行われた.

大 阪府立母子保健総合医療セ ンターの田村 太資先生は予後良好 と される 5 歳未満の症例を検討 し

て発表された. 他の施設に比べて 5 歳以 |ごの症例の比率が多 か っ たが， その理由は不明で、あ っ た.

壊死範囲が広い症例や両側例では予後不良の例が多 く ， 注意深い経過観察 と 適切な治療が必要で あ

る と の こ と で あるが， 具体的な治療法についての報告はなか った.

埼玉県立小児医療セ ンターの平良勝章先生は保存療法の成績を報告 し ， 短期入院後の外来治療

( Tachij ia n 装具， Atla n ta 装具) 例でも， 良好例が多か った と し た. し か し ， Ca tterall 分類 2 型のも

のが多 か っ たためかも し れない. 6歳以上発症で Ca tterall 分類 3型以上での良好 群は 37 . 5% し か

なか ったので， こ のような例には手術的治療を検討する必要がある と いう報告で あ った.

金沢 こ ども医療福祉セ ンタ一石川整肢学園のi懐古啓介先生は， 稀な疾患で あるプロ ジ エ リ ア症候

群に発症 し たペ ル テ ス 病について報告された. 骨年齢や骨端線閉鎖{時期は年齢相応で あ った と いう
報告で ある. 原疾患 と の関連で， 治療法選択が難 し いが， 児に対 し て QOL を考慮 し た治療法が求

められる.

愛媛県立子 ども療育セ ンターの佐野敬介先生は長期経過例について発表された. 外国の論文には

長期経過例の報告が散見され， 長期経過例では OA の比率が高 く なり， 人工関節の症例が増 える と

い われているが， 本邦では 30 歳以上の長期経過例の報告は少ない. 今回の報告においても40 歳以

上になる と ， 高率に OA 変化が現れる こ と が報告された. 今後も引き続き症例数を増や し て， 本邦

での予後予測の基礎データを作 ってい って ほ し い.
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